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富山平野の都市的な環境での土壌動物相を知る一環として，富山市西中野町の城南公園の土

壌動物を調査した。今回は第1報として，ササラダニと等脚目などを報告する。ササラダニは

13種，ワラジムシは3種，ミミズ2種，コウガイビル1種を確認した。
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InordertoknowtheurbansoilfaunainToyamaPlain，afaunalsurveyonthesoilanimals

wasconductedatJonanPark，centralpartofTovamaCity，middleJapanlnthisreport，oribatid

mltesandisopodcrustaceans,OligochaetaandTurbellariawerelistedOthergroupswillbedealt

withsuceedingly・
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都市の公園や個人の庭における落葉は都市生態系に

おいてその重要↓性が予測されるが，そこに生息する動

物相はほとんど調べられていない。富山県においても

各種森林の動物相はある程度調べられてきたが,この

ような生息環境の調査は無い。そこで，布村の勤務す

る富山市科学文化センターに隣接し，造成後約20年か

経過した富山市西中野町の城南公園で5箇所を選び§

夏季と晩秋に調査を行った。

なお，城南公園は富山市西中野にあり，約30年前は

富山刑務所であった。当時からその周囲は水田と住宅

地に囲まれていた。現在は富山市科学文化センターと

近代美術館，それに周囲は人家と飲食店などからなる。

樹木の生育も順調で比較的安定した環境になったと考

えられる。

なお，横浜国立大学教授青木淳一博士が富山市科学

文化センター屋上のコケと隣接する西中野町1丁目の

人家の塀のコケからササラダニ相を調査し，6種を報

告している。うち，富山市科学文化センター屋上から

はサカモリコイタダニ，オーダー，コンボウオトヒメ

ダニ，チビゲフリソデダニの4種であり，西中野町1

丁目からはサカモリコイタダニ，オニダニ，コンボウ

オトヒメダニ，ケバマルコソデダニケナガコイタダ
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ニモドキの5種を報告している（青木，2000)￥

各調査地点

St,1

城南公園芝生広場南西の林の下。シラカシ，トベヌ

キンモクセイなどの木が植えられている。比較的諺蒼

としている。

St､2

近代美術館南側のシラカシ，ヤマブキなどの植栽地。

St､3

富山市科学文化センター南側のタマツゲ植栽。近く

に噴水付きの池があるが，明るく，乾燥している。

St・4

富山市科学文化センター西側のバス停側の新しく造

成された場所で，トウカエデ，キンシバイ，ヘテツ，

クチナシなどが主である。

St､5

富山市科学文化センター建物北側駐車場と児童公園

との境をなす。ヒマラヤスギ，キンモクセイ，サワラ

が植えられている。

方法

約50cm四方の枠内から採取した落葉を72時間ツル

グレン装置にかけて抽出し，布村が類型的に分類し，

各専門家に同定を依頼した。

今回報告する動物群のうち，ササラダニは平内が，

等脚目と扇形動物は布村が同定した。

貧毛類は若齢個体であったが，石塚小太郎氏の同定

を賜ったので合わせて記す。同定依頼中の他の動物群

に付いては順次報告する予定である。

なお．ワラジムシ目についてはツルグレン装置で尼
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調査地点（地図〉

写真1城南公園築山 写真2富山県立近代美術館南側ｼﾗｶｼ,ﾔﾏｷ植栽顎3富山禰敦ｲﾋｾﾝﾀー 棚ﾀﾏﾂ繊す轍に|淵鮒訓他

写真4新たに造成された西中野口バス停側の植栽写真5富山市科学文化ｾﾝﾀｰ北Wlの駐車場に離した腫姻
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城南公園の落葉下の土壌動物

表1．大型土壌動物の種類数

グループ名 城南公原 ファミリーパー 呉羽丘陵 古洞

扇形動*

ミミズ類

ワラジムシ類

ササラダニ製

出ないものがあり，2000年9月15日に見つけ取りによ

る補助調査を行った。

結果

ササラダニ13種，ワラジムシ3種，ミミズ2種，コ

ウガイヒル1種を確認した。

筆者が行った富山市内各地との比較は以下の通りで

ある。（布村，1994,布村ら，1997,布村・平内，

1998）

扇形動物Platyhelminthes

渦虫綱TurbeⅡaria

三岐腸目Tricladida

クロスジコウガイビル？

Bわα"""んs“""“加碗Kaburaki，1922

St､1黄土色の地色に中央に一本の濃色の線あり。

環形動物Annelida

貧毛綱Oligochaeta

ヒメミミズ科Enchytraeidaesp・

St､2（近美南シラカシ）Nov，24，1988；St､3（科学文

化センター周りタマツゲ）Nov，24，1988

フトミミズ科P方”e""αsp、

St､1（築山）JuL9，1999

節足動物Arthropoda

甲殻綱CruStaCea

ワラジムシ目（等脚）目Isopoda

トウシヨウワラジムシ科Trachelipidae

フイリワラジムシ

Mひ曙OIO"j““腕“"〃r“（Iwamoto，1943）

2早早Stl（築山）0ct22，1998

1Jl早早St4（バス停前)，Nov、24，1998；2早早

St,4（バス停前）Sepl5，2000
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ワラジムシ科POceⅡiOnidae

ワラジムシ

P”Ce"jO“””LatreiⅡe、1804

13Stl（築山）0ct22，1998；1早St､3（科学文化

センター周りタマツゲ）Nov，24，1998；43㎡'7早早

St､4（バス停前)，Nov,24，1998；1早St､1（築山)‘

Sep・’5，2000；7早早St3（築山)，Sep，15，2000；其

早St､5（児童公園）Sepl5，2000

オカダンゴムシ科ArmadiⅡidiidae

オカダンゴムシ（ダンゴムシ）

4，",α""i飯"碗ツ"増”2（LatreiⅡe,1804）

5早早St､1（築山)，Sepl5，2000；lJ5ySt3（築

山)，Sepl5,2000；lJ7ySt､4（バス停前）Sep、15≦

2000；lJSt5（児童公園）Sep、15，2000

クモ網Ar“hnida

ダニ目Acari

ササラダニ亜目CryptpoStigmata

トゲイレコダニ科Steganacaridae

ハナビライレコダニ

“'･〃αcar"s（H‘〆”加re"α)c"c"恥r“低win9,1畑

12頭St,3（科学文化センター周りタマツゲ）Nov,24

1998

ヘソイレコダニ科Euphthiracaridae

ヒメヘソイレコダニ

Rﾉiy”"j"ααr血a（C,L・Koch，1841）

1頭，St､4（バス停前)，Nov、24，1998；4頭，St､3

(科学文化センター周りタマツゲ）Nov、24，1998；5

頭St､1築山）July9，1999；1頭，St､1（築山）Nov

24,1998；3頭St2（近美南シラカシ）Nov、24

1998；1頭St､4（バス停前)，Nov,24，1998

オニダニ科儀Camisiidae

ヤマサキオニダニ

Hhz""“んγ"sJ'α"'α”"』（Aoki，1958）
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1頭St5（児童公園）July9，1999；1頭St､1（築

山）July9，1999

アミメオニダニ科Nothridae

ハナビラオニダニ

ハノひ鋤r"s〃c飯α“sC.L､Koch，18411頭，St､5（児童

公園）Nov、24，1998；1頭St.’（築山）Nov、24，1

998；14頭St2（近美南シラカシ）Nov，24，1998

ヨコヅナオニダニ

Ⅳひ鋤『“pαﾉ“かおC､L・Koch，1839

3頭，St,2（近美南シラカシ）Nov，24，1998

クモスケダニ科Eremobelbidae

ヤマトクモスケダニ

E花加”e必αﾉ”0"j“Aoki’1959

20頭，St.’（築山）July9，1999；3頭St2（近美南

シラカシ）Nov、24，1998

イカダニ科Otocepheidae

コンボウイカダニ

厩"jc印he“c〃ﾂ〃“（Aoki，1959）

6頭St2（近美南シラカシ）Nov､24，1998

コイタダニ科Oribamlidae

サカモリコイタダニ

0〃6“"ﾉas城α碗⑪r〃Aoki’1970

1頭，St,5（児童公園）Nov，24，1998；2頭，St､2

(近美南シラカシ）Nov、24,1998

22頭，St､4（バス停前)，Nov､24，1998

ケタフリソデダニ科Pamkalummidae

フクロフリソデダニ

ノw”j加花s”"〃α〃（Berlese，1910）

1頭St4（バス停前)，Nov、24，1998

オトヒメダニ科

オトヒメダニ科の一種

SChelOribatidaesp､1

St､1（築山）July9，1999

ScheIoribatidae

フリソデダニ科．Galumnidae

チビゲフリソデダニ

乃ich堰αJ"腕"α〃”0"j“（Aoki，19“〉

4頭St､4（バス停前)，Nov，24，1998

3蔭

フリソデダニ科の一種

Galumnidaesp､1

1頭，St､3（科学文化センター周りタマツゲ）Nov､24

1998

フリソデダニ科の一種

Galumnidaesp､Z

Stl（築山）July9，1999；2St,1（築山）Nov、24

1998；St3（科学文学ター周りタマツゲ）July9，1999
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